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ま　え　が　き

このたびは、当社リニアコーダWR3320Aをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

WR3320Aは、従来機種を発展させ、使いやすさ、機能、性能、信頼性をさらに向上させたものです。各種計測分

野で幅広くご利用いただけます。

なお、当社では、天災およびご使用側の不注意による事故以外の故障に対して、納入後1ケ年間無償にて修理しま

す。これを過ぎてからの保守作業は、定期、またはその都度の補修契約によって処理させていただきます。

開梱作業が終わりましたら、本機を正しくお使いいただくため、ご使用前に本書を良くお読みください。不用意に通

電したり、本書指定外の部分を分解すると、人体に危険を及ぼしたり、修復不能の事故を起こしたりすることがあります。

使用前に知っておいていただきたい注意

開梱が終わったら

レコーダの据付場所

使用電源

記録紙について

ペンについて

開梱が終わりましたら、外観を点検し、付属品の数量を本書29ペー

ジの表と照合してください。万一損傷、不備があったときは、弊社の

営業所またはご購入先にご連絡ください。

本層別ま、通常環境の室内で水平に設置して使用します。

次のような環境での使用はさけてください。

①チリ・ゴミ・塩分・腐触性ガスなどの多い場所。

②使用定格外の温度・湿度になっている場所。

③　直射日光の当たる場所。

④振動・衝撃の甚しい場所。

⑤雷などのサージ電圧や妨害電波などの流入しやすい場所。

AClOOV±10％　配線容量10A以上、保護接地を容易に行うこと

のできる電源を使用してください。

本署削ま、感熱記録紙を使用しています。感熱記録紙は発色特性

・表面平滑度等がトレースの良否に、大きな影響を及ぼしますので、

必ず、当社の記録紙を使用してください。

ペンには交換時以外に手を触れないようにしてください。交換の際

はペン圧を極度に小さくしたり、ペンを紙から浮かせないでくださ

い。ペンを破損する恐れがあります。



データの保管について

ペンの保護機能について

記録紙をセットする時

警報ブザーについて

高周波入力について

記録紙は熱化学反応を利用した感熱紙です。記録データの取扱いに

は次の注意事項をお守りください。

①直射日光下に置かないでください。

②高温（50℃）下に置かないでください。

③　なるべく光を遮断したところに置いてください。

蛍光灯・自然光が当たると数ヶ月で記録濃度が低下します。

④塩化ビニール袋内に保管しないでください。

⑤湿ったジアゾコピー紙と重ねないでください。

⑥酸類・アルコール・エステルケトン等に触れさせないでください。

ペン先を保護するため次に場合は、ペンの熱源が切れペンの動きが

止まるようになっています。

①　記録紙がなくなった時。

②STOPボタンを押して、紙送りを止めた時。

③ペン上げレバーを押し上げ、ペンを紙から浮かした時。

ヒートスイッチがOFFになっていることを確かめてから、記録紙をセット

してください。

次の場合は、警報ブザーがなりペンの熱源が切れ、ペンの動きが止

まります。

①　記録紙がなくなった時。

②ペン上げレバーを押し上げ、ペンを紙から浮かした時。

サーボ系の精度が保障されるのはサーボアンプが末飽和のときです。

ペンの応答速度以上の高周波入力を加えますと、アンプが飽和しま

すので注意してください。

輸出に関するご注意とお願い ��

本器は、外国為替および外国貿易管理法による戦略物資など輸出規制品に該当しませんが、 �?ｩgｸﾙ�､�,倬ﾘ+��+r�

際には、弊社の非該当証明書発行等の必要な手続きをお取りください、 ��
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1，各部名称と機能

1－1本　　　体
サムホイールスイッチ（オプション）

ストッカー前ぶた　　　　　　紙押えローラ

図1－1上面囲

とって　　　　　　サーボアンプ放熱板
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②　　　とって　　サーボアンプ放熱板　ゴム足

図1－3　背面図

図1－4　正面図
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1－2　水平設置時の上面

1－3　水平設置時の底面

1－4　背面（入力端子列のある面）

1－5　正面（ストッカー前ぶた面）

図1－1は、リニアコーダWR3320Aの上面図です。1～8チャネル

のペンモータおよびプリアンプを中央に、マーカとプリントヘッドが

あり、プリントヘッドの近くに操作パネルがあります。また、記録パ

ネル側には紙押えローラがあり、その下は、フタになっていて、

持ちやすい様にくびれた構造にしてあります。くびれ部を外に強く

引くと開閉できます。

図1－2は水平に置いたときの底面図です。ヒューズホルダがあり

ます。またこの面はレコーダの放熱面となっていますので、注意

してください。

①　ヒューズホルダ

＋ドライバで左に回すことにより、引出すことができます。

交換時には、指定のものを必ず使用してください。

図1－3は後面図です。外部との接続は、すべてこの面で行います。

②　保護接地端子

筐体など手で触れることのできる金属部分を大地と同電位にする

ための、保護接地線の受け端子です。筐体のほか主電源変圧

器の2次側中性点および電源コネクタの保護接地にも内部で接続

してあります。

③　電源コネクタ

3線式の接栓受けで中央の導体が保護接地端子です。付属の専

用電源コードを使用して下さい。

④　基準電圧出力端子

黒側は、筐体と同電位で、赤側から＋1V±0．2％が出力しま

す。出力抵抗200亡】、プリアンプの感度校正に使用します。

⑤　入力端子

この入力端子の黒Gは、ガード端子，赤－はフローテイングア

ース，赤＋は、信号＋側の入力端子です。付属の入力ケーブ

ルを使用して下さい。

⑥　ショートバー

黒G，赤－の間にある金具です。詳細は2－3－2項で用法を説

明します。

⑦　印字用外部入力コネクタ（オプション）

外部信号入力でプリンタを働かせるための文字信号を入力するコ

ネクタです。端子配列その他の項で詳しく説明します。

⑧　外部制御信号コネクタ

外部信号で記録紙送り、ペンの加熱、マーカなどを制御すると

き使用するコネクタです。詳細は4項で説明します。

図1－4は正面図です。

⑨　外部送り設定、REWIND／FEED

外部送り制御機能の切り換えや、REWINDキーをFEEDに切替

えるスイッチです。
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1－5　制御パネル

［］

図1－4（1）

電源をON／OFFにするスイッチです。押してロックするとONにな

り表示灯が点灯します。もう一度押すとOFFになり、表示灯が消

灯します。

注　　　　　意 

電源を投入するときは、次の確認を行ってください。 

①木器の使用電源電圧が合っていること。 

②STOPスイッチが押されていること。 

記録紙送りの選択スイッチです。押してロックすると外部からのパ

ルス信号に同期した送りになります。もう一度押すとロックが外れ

操作パネルのCHARTSPEEDスイッチで送り速度を設定できま

す。

タイムマーカを動作させる信号の発生頻度を切換えるダイアルスイ

ッチです。10帆1M，10S，1Sに対応して、10分，1分，

10秒，1秒に1回ずつタイミングパルスを発生します。その幅は、

それぞれ約7，4，0．7，0．2秒です。外部制御信号コネクタ⑧

を介して外部に取出すこともできます。STOPでタイミングパルスは

止まります。

EXTlでは、外部から来た信号をマーカを記録します（幅0．7秒）。

L T J

タイミングマーク

EXT2では、外部から来た信号に合わせたマーカを記録します

（EVENTと同じ動作）。

マーカペンを使用しイベントマークを記録するスイッチです。スイ

ッチを押している間。マークが記録されます。

√押している間記録

イベントマーク

全てのペンの熱源を制御するスイッチです。押してロックすると他

のスイッチが記録する条件を満たせば、ペンに通電され記録ができ

ます。

記録紙の巻戻しスイッチです。記録紙がロール紙で、操作部の

STOPスイッチが押されている時のみ動作します。スイッチを押すと

記録を中断し約50mm／secの速度で巻戻します。

巻戻し時の注意点が2－1－4項に記載されていますので参照して

外部送り設定のSW■の2が　」己、の切替が出来ますo

REVVIND FEED

－3－
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図1－4（2）

プリンタに読み込むデータの数値を設定するスイッチです。

6桁のスイッチで年月日または時分秒を設定します。

プリンタのモード選択スイッチです。

モ　ード �7h8ｨ��986x��>���vR�

NORMOUT �,ｩ6H鳧ｭI9�/�齷:�4�,亢ﾉ�+X-ﾈ+x�"�

REALOUT 倬靼��Y?ｩWI9�/�齷:�4�,亢ﾉ�+X-ﾈ+x�"�

DATEIN 僖霾�?ｨ,ﾈ6h�ｸ5�/��ﾙ.�+X-ﾈ+x�"�

TIMIN 倬饂ｩV(,ﾈ6h�ｸ5�/��ﾙ.�+X-ﾈ+x�"�

PRTEXTl 丶�H*�.x,ﾉ[h鬨�饑�/�ｴﾉ�+X-ﾈ+x�)Zx8(�ｸ6��｢�

PRTEXT2 丶�H*�.x,ﾉ[h鬨�饑�/�ｴﾉ�+X-ﾈ+x�(��(8(�ｸ6��｢�

プリンタに目付・時間のデータを読み込むスイッチです。スイッチ

が押された時にデータを内部のCPUに読み込みます。

プリンタのモードスイッチとサムホイールスイッチとを組合わせて使

用します。

但し、HEATスイッチが“OFF”状態もしくは、紙送りが停止して

いるときのみ有効です。

※印字オプション実装時のみ有効。

外部信号制御で記録紙送り（CHRTSTOP）のストップ状態の時に、

MANUALにする事で記録紙送りのマニュアル操作が出来ます。

記録紙送りの速度の選択スイッチです。換作部のCHARTEXT．

スイッチが押されていない時に動作します。5～500の7速度に設

定できます。1つも押されていないと5の速度になります。

CHARTSPEEDの送り速度を1／1及び1／10にするスイッチです。

押してロックすると1／10、ロックを外すと1／1になります。

記録紙送り速度の単位を選択するスイッチです。押してロックする

と秒単位（mm／sec）で送ります。もう一度押してロックを外すと分

単位（mm／min）で送ります。

記録紙送りの停止スイッチです。押してロックすると紙送りが停止し

ます。もう一度押してロックを外すと設定された速度で送ります。

外部信号制御の送り機能の切替ができます。

SWl－10FF：外部同期送り（CHRTCLK）

ON：外部電圧同期送り（CHRTVOLT）

REW仲山つの機能が切替できます。

SWl－2　0FF：FEED

ON：REWIND（出荷時設定）

ー4－
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1－6　記録紙送り部

画

匂G州

⊂固

CAL．V

O

POS川ON

A脚A⊂］

図1－6（1）

①　ロール紙一折紙切換えスイッチ

記録紙がロール紙の場合、ロール側にスイッチを動かします。

なお、折紙の場合、巻戻しはできません。

②　ペン上げレバー

このレバーを手前に引くと、紙送りローラーは、自由に回転でき

るようになります。また、このレバーを上げたまま、紙送りSTOP

スイッチを解除するとブザーが鳴り、ペンの振れなど記録動作は

一切行いません。

③記録紙検出器

記録紙の有無を検出する検出器が組み込まれています。

また、記録紙終了時にもブザーが鳴り、記録動作が停止します。

入力された微信号を大きくする直流増幅器です。

MEAS／OFF　　入力のON／OFFと校正電圧との切換スイッチです。

／CAL．∨

GAIN

MEAS∴　入力信号にしたがってペンが振れます。

OFF：入力信号とペンが切り離されます。（基線になります。）

CAL：校正電圧が入力されます。

このスイッチをCAL．∨側にすると、増幅器入力は、アース側に変り、

内部電圧でペンが20mm（AH3301A）・40mm（AH3302A）

振れます。この幅は。後で説明するGAINつまみの位置で変わり

ます。

このスイッチでRANGEの数値をmV単位又はV単位に切換えます。

プリアンプがAH3301Aの場合、1，2，5，10，20，50，100，200，

500／皿の9段切換えです。mV／VスイッチがmVであれば、

5（／皿）とする5mVでペンが1皿変位する感度になります。

RANGE間の感度の段階的な変化を補間するとき使用します。右へ

回すと感度が上り左へ回すと下ります。MEAS／OFF／CAL．V

スイッチをOFFからCAL．Vに切換えたとき、ペンが20mm（AH3301A），

40m（AH3302A）振れるように調整すれば設定したRANGEの選

んだ感度になります。
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POSITl0N

アンプネジカバー

フィルター

スイッチ

図1－6（2）

ペンの零位置を電気的に設定するつまみです。入力がOVのとき、

フルスケールの任意の位置にペンを振ることができます。

アンプ固定ネジがカバーの下にあり、つめでカバーを左へよせると

下にネジが見えます。このネジを外すと、プリアンプを引出すこと

ができます。

入力信号に混入してくる電源ノイズ（ハムといいます）を除去する

とき使用します。

プリアンプを引出すとOFF，－20dB，－40dBと注記したスイッチが

見えます。

このスイッチを－20dB，－40dBに設定すると、それぞれノイズ成分

を1／10，1／100に減らすことができます。

この資料はWR3320Aリニアコーダの標準的な特性を示します。

図1－7　WR3320Aの周波数特性

－6－



1－8　ペンモータとマーカ

図1－8　ペンモータとマーカ

1－9　熟ペンの交換方法

（ ��｢� �������ｮ��） ��（ �8�｢� 

基 劔 凵^ 基線 

①　HEATスイッチ

このスイッチをOFFにすると熱ペンの通電が切れます。また同時

にサーボアンプの入力がアースに落ち、プリアンプと関係しなく

なります。ペン交換時に位置合わせで使用します。

②ヒ一夕コントロール

熱ペンの発色濃度を調整するボリュームです。右へ回すと記録線

が濃くなり、左へ回すと薄くなります。

ただし、必要以上に濃度を上げるとペンの寿命を短くする原因と

なりますのでご注意ください。

③　熱ペン

ペン先に非常に小さなヒーターがついていて通電すると直ちに発熱

して感熱紙上に記録します。

④イベントマーカ（タイムマーカ）

ペン先には2つのヒ一夕があり、常時はスプロケット穴側のヒ一夕

がONL基線を描きます。反対側についているタイムマーカもこ

れと同時に動作を行います。

①　POWERスイッチをOFFにしてください。

②熱ペンに付属しているセットレンチでペンモータの軸の熱ペン国

定ネジをはずしてペンモータ軸から熱ペンを抜き取ってください。

③ペンの取り付け前に、ペン圧が強くなるように、バネ板を少し曲

げてください。

④POWERスイッチをON、HEATスイッチをOFFいしてください。

新しい熱ペンをペンモータ軸に差し込み、ペン先を記録紙の中央

の基盤に合わせ、ネジを付属のセットレンチで軽く締めてください。

⑤POSITl0Nツマミを早く2～3度回して図1－9（C）の様にペンの直

角性をチェックしてください。

ペン先が中央線からずれると図1－9（a），（b）の様になります。

⑥ペン圧を18～20gにしてください。

50gのハカリをペン先に掛け、ペン先が紙面から僅かに浮くとき

を、18～20gにしてください。

⑦最後にネジをしっかりと締めてください。

－7－



2．操作準備

2－1記録紙の装着

2－1－1記録紙について

2－1－2　ロール紙の装着

ロール紙一折紙切替えスイッチ

。－ラ軸＼需是㌫這確謝

ロール紙　折紙スイッチ

（ROLLとする）

図2－1記録紙装置準備

当て板

ペン上げレバー

（手前に引く）

WR3320Aの記録紙は、ロール紙と折紙とがあります。ペンの振れ幅

別、チャネル数別に対応するものが用意されています。いずれも、

長さは100mです。

注　　　意 

記録紙の装着にあたっては、まず電源スイッチを“OFF”にする 

か、電源ケーブルを外してください。 

①発色特性は、発色剤、表面の仕上げによってに変わります。

②記録は、熱化学現象で直射日光、高温下の保存、紫外線の影

響を受け変色したり、薄れたりします。

③塩化ビニール，ジアゾ式のコピー，酸，アルコールの影響を受

けます。

注　　　意 

①必ず当社指定の記録紙をお使いください。 

②極端な環境条件下の貯蔵、使用は避けてください。 

③発熱する機器の上に置かないでください。 

ロール系氏は、次の手順で装著します。

①まず、記録パネルおよび、前ブタを開き、ローラ軸を両手で水

平に上に持ち上げ取出します。

②　ロール紙丁折紙切換えスイッチをROLL側にします。

③　ローラ軸をロール紙に次の要領で結合します。

1）ローラ軸を持ち替えて歯車のない方のフランジを右手で反時

計方向に回し外します。

2）次に、ロール紙の軸にローラ軸を差し込み反対側からナット

が出ていることを確認して今外したフランジをねじ込みしっかり

固定します。

－8－

この

紙を

記録斉

台形i

下か

注二

2－



当て板　スプロケットローラ

この隙間に

紙を挿し込む

記録紙の端を

台形に切る

下から支える

必ずSTOPにセット

図2－2　ロール紙の装着

2－1－3　折紙の装着
折紙の箱のふたを切って

装嘆する（前ぶたから）

注意：ロー／レ紙一折紙スイッチをZFORDにすること

図2－3　折紙の装着

2－1－4　記録紙のセッティング

図2－4　記録紙の引出

④　図2－2のように、歯車を右側にして、片手を添えて記録紙を

装著します。

①　ロール紙と同じ方法で、ローラ軸を引出します。（折紙のとき

ローラ軸は不要です。）

②　ロール紙L折紙切換えスイッチをZFORD側にします。

③　折紙の箱のふたを開け、図2－3のように装着します。（チャ

ート番号の多い方を右側にしてください）

このとき、前ブタを開いたほうから挿入すると簡単にできます。

装着が終わったら次の手順で記録紙を取付けます。

①　レコーダ本体右側のペン上げレバーを手前に引きスプロケット

ローラが自由に回転できるようにして記録紙の端を両手でしご

くように、当て板の上を滑らせスプロケットローラとの間を潜ら

せます。スプロケットローラとペン先との間から紙が頭を出した

ら手でつまんで引上げ、スプロケットとかみ合わせます。左

側のスプロケットは、左右に動きます。このまま記録紙を引出

し適当な所でペン上レバーをもとに戻します。（図2－4）

②　記録パネルを閉じ、記録紙をパネルの上になじませながら、

押えローラとドラムの間に紙を通します。

③　押えローラを元に戻します。
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2－2　喧三原の培赫

2－3　人力線の接続

2－3－1接続準備

各スイッチを次のように設定してから接続します。

ス　イ　ッ　チ ��ﾘ��.��

POWER　スイッチ 簸db�

CHARTEXT．スイッチ 簸db�

HEAT．スイッチ 簸db�

STOP　スイッチ �5D���

プリアンプ　MEAS／OFF／CAL．V 簸db�

ペンモータ　HEAT　ON／OFF 簸db�

付属の電源コードをACコネクタに差し込みます。使用電源が保

護接地導線を持っていないときは、忘れずに保護接地端子にア

ース線を取付けます。

①　POWER ON／OFFスイッチをONにします。これで表示灯

（赤）が点灯し、ペンが一時僅かに振れて戻ります。

②この状態で適当な速さにCHARTSPEEDを設定しSTOPスイ

ッチをONにして記録轟氏の送りテストを行います。

③　次にペンモータのHEJmイッチをONにし遅い速度でCHART

を送り、プリアンプのPOSmONスイッチを動かしペンが追従

することを確かめます。

④　最後に、換作パネルのHEATスイッチをONにしてペンが記

録線を書くことを確認します。

以上で電源の接続と投入の動作終了です。

①接続開始時、各スイッチを次のように設定します。

ス　イ　ッ　チ ��ﾘ������.��

操作パネル ���U$��蔬db�ON 

CHARTEXT 簸db�

TIMING 僖8�2�

HEAT 簸db�

PRlNTSET　※ 簸db�

CHARTSPEED 天ﾖﾘ��6V2�

STOP �5D���

プリアンプ 番T�8�蔬db�OFF 

RANGE 僖8�2�

mV／V 秒�

ペンモータ 売T�H����蔬db�OFF 

※印字オプション実装時

②入力信号源のガード端子（シールド側）とWR3320AのGRD

端子間の電圧を測定し電位差のないことを点検します。電圧

（AC）計にはっきり出るような場合は、接続をやめ、原因を

探し修正します。

－10一
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2－3－2　人カコードの接続

入力線

ショートバー

接　　続

図2廿⑦

図2－⑨

③入力波形を他の方法（例えばC．R．Tオシログラフ）で検定し

500Vppを超えないこと、高周波ノイズが重畳していないこと

を確認します。

④　入力形式によっては、ショートバーを事前に外します。

信号線は、原則として付属の入力ケーブルを使用します。このケー

ブルは、2芯の絶縁シールド線に入力プラグが接続してあり、図2

－①のように挿入すると芯線の赤が＋端子に、芯線の白が－端子に、

シールド線がGRD端子に接続されます。

注　　　　　意 

付属の入力ケーブルのプラグを逆方向に挿入すると、ショート 

バーが取付けてあるときは信号源機器を壊すことがあります。 

信号源との接続は、通常ショートバーをつけたまま信号源の接地側

に－とGRDを、出力側に＋を接続します。しかし、測定条件によ

り、次の説明のような接続を行ってください。

①　通常の信号源に対しては、図2－⑦に示す接続を行います。

（ショートバーは外しません。）

②バイアス電圧のある信号源に対しては、接地に対してインピー

ダンスの低い側を－とし図2－⑧のように接続します。

（ショートバーを外す。）

③　差動出力の信号漁には、図2－⑨のように接続します。このと

きもインピーダンスの低い側を－とします。

（ショートバーを外す。）

注　　　　　意 

1）アンプユニットのMEAS／OFF／CALスイッチがOFFにな 

っていること。 

2）信号源機器の出力と本器の保護接地端子（GND）また 

は入力端子（＋・－またはGRD）間に高周波信号や 

500Vを超える電圧がないこと。 
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2－3－3　入力コードを使用しない接続

2－4　ノイズフィルタの設定

S3－1 �38�ﾃ"�FILT 

肝F 豫ﾄb�仇旧 

肌 豫ﾄb�－2眈旧 

（刈 ��佛��－4仇IB 

図2－10（2）

付属の入力ケーブルを使用しないときは、次のことを守ってくださ

い。

①“＋”，“－”信号線は同一経路を通すこと。これで両線に誘

起するハムなどのノイズのバランスがとれます。これでプリアン

プの同相信号除去作用（Commommoder句ection＝C，M，R

作用）が働きます。

②　入力ケーブルのシー／レド線を信号源機器とレコーダの保護接

地端子間の接続に使用するとハム電流がシールド線上に流れ、

ノイズ混入の原因となります。また、無用な接触電圧やハム

電流を拾い込まぬよう絶縁シールを使用しなければなりません。

入力信号に混入してくる電源ノイズ（ハムといいます）を除去する

とき使用します。

プリアンプを引き出すとOFF，－20dB．－40dBのスイッチが見え

ます。（図2－10（1））

このスイッチを－20dB，－40dBに設定すると、それぞれノイズ成

分を1／10，1／100に減らすことができます。

OFF，－20dB，－40dBの表示は基板面に印刷してあります。

（図2－10（2））
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3．測定・記録

3－1入力波形の記録

電源投入前の点検

電源の投入

記録紙送りの速度

零点の設定

RANGEの設定

入力波形の測定・記録は次の手順で行います。

電源を投入するときは、次のことを確認してください。

①電源電圧が使用電源電圧と合っていること。

②HEAT．スイッチがOFFになっていること。（押されていない状

態）

③STOPスイッチがSTOPになっていること。（押された状態）

④CHARTEXT．スイッチがOFFになっていること。（押されてい

ない状態）

⑤電源コード，信号ケーブルが正しく接続されていること。

操作部のPOWERスイッチを押してロックします。これで電坂が投

入され、表示灯が点灯します。

CHARTSPEEDスイッチを操作し、測定したい信号が記録できる

記録紙送り速度に設定します。

使用するチャネルのペンモータON／OFFスイッチをONLPOWER

ON／OFFをON，紙送りSTOPを解除します。これでゆっくりと紙

送りが始まりペンがPOSmONつまみに追従するようになります。

POSITl0Nつまみを回してペンを適当な位置に合わせ、MEAS／

OFFをMEASとすると入力信号でペンが振れます。

RANGEダイアルとmV／Vスイッチを操作して逐次感度を上げ、

適当な振幅に合わせます。

次にCHARTSPEEDを希望する速度に切換え、直ちにHEATス

イッチをONLます。これで記録の描画が始まります。

必要な場合は、ペンモータのHEATCONT．ボリュームを回し

て線の濃さを調整します。

注　　意 

始め入力の性質が判っていないとき、感度の設定は、最低 

RANGEからスタートしてください。 
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3－2　感度微調と校正

3－3　マーカの操件

感度微調

感度校正

イベントマーカ

タイムマーカ

RANGEダイアルの隣同士の設定を補間したいときは、動作中GAT

INつまみを回して感度を微調します。

振幅を校正したいときは、プリアンプのMEAS／OFF／CALVスイ

ッチをOFFとし零線にペンを合わせてCAL．Vにします。これで20

皿（40mm）ペンが振れるようにGAINつまみを回します。

振幅を正確に校正したいときには、RANGEを500mV／cm（AH

3301A），250mV／cm（AH3302A）にし、本券の基準電圧出力

端子から入力し、それぞれ20Ⅶ皿，40mmペンが振れるようGAINつま

みを回します。

操作パネルのEVENTスイッチを押している間、マーク側を記録しま

す。

操作パネルのTIMINGダイアルをマークしたいタイミングにセットしま

す。

タイムマーカはHEATONで始まります。

記録進行中、TIMING（／PULSE），CHARTSPEED変更の操作で

は、タイムマーカ更新はありません。

図3－1マーカの記録例

－14－
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3－4　プリンタの記録

（オプション）

ノーマルモード

（NORM．0UT）

操作手順

き　き…喜≡……

印字オプション実装時には印字ヘッドを使用して、文字情報を記録

することができます。

記録する文字情報には、内部モード（内部データを自動記録）と

外部モード（外部デジタル機器からの文字情報を記録）があります。

この項では、内部モードについて説明します。外部モードについて

は4－2項で説明します。

内部モードには、ノーマルモードとリアルモードとの2種類があります。

ノーマルモードでは、年月日・通電時間・記録紙送り速度を自動

的に記録します。

通電時間は、電源投入時を00時00分00秒とし、通電時間を積算

します。通電時間が24時間を超えた場合は、00時00分00秒より

再び始め、日付の更新は行いません。

①電源スイッチをOFFにするか、紙送りを停止します。

②プリンタのモードスイッチをNORM．OUTに設定します。

③サムホイールスイッチにより左側より年・月・日（各データは2

桁の数字）をセットします。設定されたデータがそのまま文字

情報として印字されます。

例　2008年　　　　7月　　　1日

YEAR MONTH DAY

E亘］［正目王］
④電源スイッチをON（押した状態）にするか、紙送りを停止してい

た場合は、紙送りを開始します。

⑤記録紙送り速度を設定します。

⑥HEATスイッチをON（押された状態）にすると、文字を記録しま

す。

文字記録は、記録紙の長さで約450仙ごとに繰返し行います。

例送りを5m／secに設定し、電源投入後16時間30分経過

した場合は、下記（図3－2）のように記録されます。

訪謁TE芝宙宙語′砦デ′陸iくすし考モ 甘言閂E五島；ヨ串：召還　琶PEEEきSF．・lm㌔5空電
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注　　　　　意

①記録内容は、記録を始める直前のデータです。

②　文字記録の途中でサムホイールスイッチのデータまたは

記録送り速度を変更しても、記録の文字内容は変更さ

れません。

③　記録紙送りが外部同期（CHARTEXT．スイッチが押

された状態）のときは、EXTERNALと記録します。

④文字の記録は、記録紙が送られている状態で、HEAT．

スイッチが押されているときのみに行います。

⑤プリンタの制御に使用している情報データは、電源の

OFFでクリアーされます。

リアルモード

（REAL．OUT）

操作手順

－16－

リアルモードでは、年月日・時刻・記録紙送り速度を自動的に記

録します。

時刻は、内蔵された時計によって行いますので、初期の設定が必

要です。時刻が24時を経過したときは、目付が自動的に更新され

ます。また、内蔵の時計は電源をOFFにしてもバックアップ電池に

よって動作しています。（バックアップ期間は、約1カ月）

①STOPスイッチをSTOPにします。

②　POWERスイッチをONにします。

③　プリンタのモードスイッチをTIME　州に設定します。

④サムホイールスイッチに左側より時・分・秒（各データは2桁

の数字）をセットします。時間は24時間でセットします。

例　　13時　　　　　15分　　　　　　00秒

HOUR MJN SEC

EE］［∃∃
⑤PRlNTSETスイッチを押します。押したときにデータが制御コ

ンピュータに読み込まれ、時刻の積算を開始します。

⑥　プリンタのモードスイッチをDATELNに設定します。

⑦　サムホイールスイッチに左側より年・月・日（各データは2桁

の数字）をセットします。年のデータは、西暦の末尾2桁とし

て受け取り自動的に閏年の補正を行います。

例 2008年　　　　　7月　　　　　　1日

YEAR MONTH DAY

［∃∃［∃∃　［∃∃



⑧PRINT SETスイッチを押します。押した時にデータが制御コン

ピュータに読み込まれます。

⑨プリンタのモードスイッチをREALOUTに設定します。

⑲記録紙送り速度を設定します。

⑪HEATスイッチをONにし、STOPスイッチを押してロックを外すと、

記録紙が送り始め文字を記録します。

文字記録は、記録紙の長さで約450mmごとに繰返し行います。

例　送りを5mm／secに設定した場合は、下図（図3r3）の

ように文字を記録します。

図3－3

⑫信号の記録が終了したら、POWERスイッチをOFFにします。

⑬再度記録を行う場合は、プリンタのモードスイッチをREALOUT

に設定したあと、POWERスイッチをONにします。その後⑩項か

ら操作を始めます。日付・時刻はバックアップされていますので

自動的に記録されます。

⑭　日付・時刻を修正する場合は、HEATスイッチをOFFまたは、

STOPスイッチをSTOPしたあと、③項から操作を始めます。

日付または時刻のみの修正も可能です。

注　　　　　意

1）記録内容は、記録を始める直前のデータです。

2）記録紙送りが外部同期（CHARTEXT．スイッチが押

された状態）のときは、EXTERNALと記録します。

3）文字の記録は、記録紙が送られている状態で、HEAT．

スイッチがON（押された状態）のときのみ行います。

4）年のデータは、西暦の末尾2桁と判断し、閏年の補正

を行います。

5）月日にあり得ないデータをセットした場合、次のように

対処します。

・31日までのデータをセットした時（例　2月30日）そ

の月を31日まで積算後、翌日の1日とします。

・32日以上のデータをセットした時（例　2月35日）デ

ータを無視し、時計を書き換えません。

6）時分にあり得ないデータをセットした時（例13時65

分）はこ　データを無視し時計を書き換えません。
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4．外部信号による制御

」ト10uS以上　　　　（a）接続

図4－1外部制御接続

本器は、次に示す動作を外部信号によって行うことができます。

①　パルス信号／電圧信号による同期紙送り

②　タイミングパルスによるタイムマーク

③　イベント信号によるイベントマーク

④HEATON／OFFの制御

⑤　CHARTSTART／STOPの制御

また、外部機器に情報を与える信号出力

⑥　記録紙終了信号

⑦　内部タイミングパルスの出力

表4－1外部制御信号

信号名称 �?ﾈ�|ﾒ�動　　　　　　　作 

CHRTSTP �?ﾈ��|ﾒ�＋5V（14番）に短絡またはHighで記録紙送り停止 

CHRTCLK �?ﾈ��|ﾒ�パルスで記録紙送り 

CHRTVOLT �?ﾈ��|ﾒ�0－10Vで記録紙送り 

HEAT �?ﾈ��|ﾒ�GNDに短絡またはLowでペンヒ一夕ON 

EVENT �?ﾈ��|ﾒ�GNDに短絡またはLowでイベントマーク 

P．END 偬���|ﾒ�記録紙終了またはペンアップでLOW 

TIMOUT 偬���|ﾒ�タイミングマーク時Low 

TtMIN �?ﾈ��|ﾒ�GNDに短絡またはLowでタイミング／イベントマーク（切替） 

（a）記録紙送りのストップ

（CHR．STP）

⊥
T三二一

接点信号

TTLレベル信号

外部から制御信号によって記録紙送りのストップが制御できます。

この制御を行うときは、STOPスイッチをOFF（押されていない状

態）に設定します。

コントロールコネクタの⑥と⑭にスイッチを接続します。

ON　　：送りストップ

OFF　：送りスタート

コントロールコネクタの⑥と⑫に信号を入力します。

L　　　：送りスタート

H　　　：送りストップ

－18－
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本体スイ �6(6��ﾙ.雲ｸ�������$Tﾔ�R�ﾙ���ﾔ�薺�ﾈ���法 畑��$Tﾔ�X�h､�I�xﾎB��ｵ5D�%H�hｴﾉ��x.�5�5��ｸ6r�

sTOヰ司 

くb）記録紙送りの外部同期

（CHRT，CLK）

5V

74LSO4

接点

オープンコレクタ

⑦　TTLレベル記号

I r0⑫

（C）記録紙送りの外部電圧同期送り

（CHRTVOLT）

♯‾手芸

フローテイングアース

（GNDとは異なります）

外部からの信号に同期して記銀紙を送ります。

この制御を行うときは、CHARTEXT．スイッチをEXT．（押さ

れた状態）に設定します。

コントロールコネクターの⑦と⑫に信号を入力します。

H・Lを繰返すごとに記録紙を0．025mm送ります白

最高周波数：2000ppS

パルス幅　：10〃S以上

送り量　　：0．025mm／パルス

MAX50mm／sec．

本体スイッチ設定方法

」■CHARTEXT：外部制御

．LMANUAL：内部制御

※記録紙送りのスタート／

ストップ外部制御する

場合は
．＿REMOTE

JLSTART：記録送りスタート

L・．＿＿⊥n［】外部送り設定：膚状態にする

外部からの電圧信号に同期して記録紙を送ります。

この制御を行なうときは、CHARTEXT．スイッチをEXT．（押さ

れた状態）に設定します。

制御電圧：0，3V～10V

lOV　　：12，000pps（相当）

MAX50mm／sec，（分周比は1／6）

分周比変更SWは下記の様になっています。

1000（千の位）

＜例＞
0000＝1／1倍

0001＝1／1倍

100（百の位）⇒0002＝1／2倍

10　（十の位）　　　i

O　（一の位）　　9999＝1／9999倍

0～0．3Vは送り制御出来ませんので、STOP 

する場合は0V又は（a）項記録紙送りのストップ 

機能を使用して下さい。 



本体スイッチ設定方法

▲　CHARTEXT：外部制御

JL MANUAL：内部制御

※記録紙送りのスタート／ストップ

外部制御する場合は

．＿　REMOTE

JL START：記録送りスタート

ロ閉替り設定SW巨on状態

オープンコレクタ

（d）記録オン／オフ

（HEAT）

5V

＿糾＿⊥⑤≡竺プンコレクう

「⑫［Lレベル記号

（e）イベントマーカ

（EVENT）

5V

74LSO4 接点

②　ォープンコレクタ

上→⑨［Lレベル記号

（f）記録紙の終了信号出力

（P．END）

王冨
（g）タイミング信号出力

（TIMOUT）

74LSO4

1＞－一一　一一一1③

「咽

外部からの信号によって記録のオン・オフを制御できます。

この制御を行うときは、HEATスイッチをOFF（押されていない状

態）に設定します。

コントロールコネクタの⑤と⑫に信号を入力します。

L：ON　：記録する。（ペンに通電する。）

H：OFF：記録しない。（ペンに通電しない。）

本体スイッチ設定方法 

H励 ��JLHEAT：Off状態 

外部からの信号によってイベントマークを記録します。

コントロールコネクタの②と⑨に信号を入力します。

L：ON　：イベントマーク記録

H：OFF：イベント基線の記録

記録轟氏の残量が無いこと、またはペンがアップしていることを制御

信号として①と⑩との間に出力します。

L：紙の残量が無い。またはペンがアップ。

（記録ができない状態）

H：紙が有り、ペンがダウンしている。

（記録ができる状態）

タイミングマークを記録している場合、その信号を出力します。

他のレコーダのタイミング入力に接続すれば、記録解析の基準に

できます。（卦と⑩との間に出力します。

L：タイミングマーク

H：タイミングマークの基線

－20－
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（h）タイミング入力

（¶MIN）

5V

74LSO4

∫『⑪

タイミングマーカを同期させたい場合使用します。

タイミングマーカをEXTlまたは2に設定します。④と⑪に信号を

入力します。

L：タイミングマーカ

H：タイミングマーカの基線

本器のTIMINGスイッチがEXTlの場合はタイミングマーカと

同様な記録。

EXT2の場合はイベントマーカと同様な記録になります。

本体 �486(6��ﾙ.雲ｹd����ﾔ比r���ﾘ��U�ﾈ�h5�487�984�7ﾘ�ｸ4ｨ,i:�+b�

腰 亢ﾉ��

本体 �486(6��ﾙ.雲ｹd��D番比r���ﾒ���U�(�h487�986x7ﾘ�ｸ4ｨ,i:�+b�

芸 亢ﾉ��
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4－2　外部機器からのプリント制御

4－2－1プリンタ（外部モードA）

外部モードA動作

外部モードAの

設定法

文手信号の長さ

と文字記録

印字オプション実装時のプリンタ機能について

木器のプリンタは、外部デジタル機器からの文字情報を記録するこ

とができます。

外部機器からの文字情報記録は、内部モード記録の途中に文字デー

タをそのまま記録する方式（外部モードA）と、コマンドにより内

部モードの情報・外部からの文字データを選択的に記録する方式

（外部モードB）の2種類があります。

内部のデータをノーマルモードまたはリアルモードの型式で記録し

たあと、外部機器からの文字信号を受け取り、記録します。

注　　　　　意 

・外部モードAの動作では、外部機器からの文字信号（AS 

ーCllコード）をそのまま記録します。 

・外部モードの記録途中は外部機器からの信号は受信でき 

ません。 

・送りをSTOPすると内部のデータはクリアされます。 

プリンタのモードスイッチをEXTl設定します。

①　35文字以下の信号＋ターミネータ

35文字以下のデータ （term）

ターミネータまでの文字を記録します。

②　37文字以上の信号＋ターミネータ

37文字以下のデータ （term）

バッファメモリに36文字分のデータを取り込み次第に36文

字記録し、続いて36文字分のデータを取り込み記録します。

ターミネータを受信するまで繰返します。

③　35文字以下の信号のみ

35文字以下のデータ （termなし）

バッファメモリにデータを取り込みますが、記録は行いません。

これ以後、内部のデータも記録しません。

④　37文字以上の信号のみ

37文字以下のデータ

－22一

（termなし）



バッファメモリ36文字分のデータを取り込み次第に36文字記録

し、続いて残りのデータを取り込みます。36文字に達するご

とに記録します。35文字以下の場合は、記録を行いません。

内部のデータも記録しません。

注　　　意 

・文字データの最後には必ずターミネータを出力してください。 

ターミネータがない場合は記録を行いません。 

インタフェース

B ��A 

BUSY 唐�DAmO 

ACK 途�DATAl 

N．C． 澱�DATA2 

GND 迭�DATA3 

GND 釘�DATA4 

BUSY �2�DATA5 

DATA7 �"�DATA6 

＋5V ���STROBE 

図4－2　プリンタ　コネクタ

文字コード表

プリンタのインタフェースは、8ビットパラレル方式です。

コネクタのピン配列を、信号授受にタイムチャートを下図に示しま

す。

プリンタのコードを下表に示します。

列 行 ���� ��"�03 ��B�05 ��11 ��"�13 ��

0 泌Tﾂ� �5��0 ��r�P ��－ �5��　、 ��

1 疋6ﾈ��4��｢� 鳴�1 ���Q ��ア �6��ム ��

2 疋3(��5E��｢� 粕��2 �"�R ��イ �62�メ ��

3 疋38�廼E��｢� ��B�3 �2�S ��ウ �7H���モ ��

4 疋3H�乃5H�｢� ����4 韮�T ��エ �6r�ヤ ��

5 疋3X�乃���｢� ��2�5 燃�∪ ��オ �6��ユ ��

6 疋3h���4ｸ�｢� ��R�6 巴�V ��カ ��ﾂ�ヨ ��

7 �$Tﾂ� ��7 排�W ��キ �6ｲ�ラ ��

8 播V���%8�｢� ����8 狽�X ��ク �6ﾂ�リ ��

9 播Vﾈ�賠H�｢� ��｢�9 鳴�Y ��ケ �6ﾒ�ル ��

10 播S(�汎h�｢� ��b� 箸�Z ��＝： ��ﾈ�"�レ ��

11 播ﾃ8�鋲H�｢� ��ｲ� 抜�〔 ��サ �7��ロ ��

12 播SH�播h�｢� 白�＜ 板�￥ ��シ �7B�ワ ��

13 播SX��5(�｢� ��ﾂ� 挽�〕 ��ス �-b�ン ��

14 �� ��＞ 披�† ��セ �7｢�ヾ・ ヽ ��

15 �� ����？ ���J ��ソ �7ﾒ� ��

※　列の00は全てターミネータをして処理
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4－2－2　プリンタ（外部モードB）

外部モードの

操作手順

コマンド表

プリンタの外部モードBは、外部機器から与えられたコマンドによ

って制御されます。コマンドにより、内部のデータを選択的に記

録させることや、時計にデータを設定することができます。また

外部からの文字情報を記録することもできます。

外部モードBの設定は、次の手順で行ないます。

①STOPスイッチをSTOP（押された状態）または、全体のHEAT．

スイッチをOFF（押されていない状態）にします。

②プリントモードスイッチをEXT2に設定します。

③STOPスイッチをOFF（押されていない状態）にし、記録を始

めます。

④外部機器よりコマンドを入力します。

プリンタを制御するコマンドは、下表のような種類があります。

コマンド名 �5(7ﾘ986�7H4��ｸ7ﾘ6(6r�機　能 

DATE　SET 忍5��5��5���5(�萋b�年・月・目を時計に設定。 

TIME　SET 髭5��5��5���5(�萋b�時・分・秒を時計に設定。 

PRINT　FORMAT ��f���5(�萋h�冶�������X�｢�プリントフォーマットの設定。 

PRINT　REPEAT　LENGTH ��ﾆ���5(�萋h�冶�����8�｢�プリントの繰返し周期の設定。 

DATA　NO．SET 妊跖��5(�萋h�冶������祷�｢�データナンバーの設定。 

DATA　NO．UP／DOWN 妊ﾖ���5(�萋h�冶�����(�｢�データナンバーの加算または減算。 

LABEL 汎&6ﾈ��3�(��5(�萋b�記録するキャラクタの入力。 

LABEL　PRINT 版���5(�萋b�入力したキャラクタを記録。 

注　　　　　意

①コマンドは全てASC”の大文字で入力してください。

文字のコード表は、前ページにありますので参照してくださ

い。

②　コマンドDS・TSのデータ（表の×）は数字のみです。

日付は、各月とも31日まで受付けます。月・時・分・秒

は、あり得ないデータ（例13月25時70分80秒）の場合

無祝します。

DATE SET

次に各コマンドについて説明します。

年・月・日を設定するコマンドです。各データは2桁の数字で、区

切にはカンマを入れます。年は西暦として判断し、自動的に閏年の

補正を行います。

例　　2008年7月1日

DSO8，07，01CR／LF
■　　」　データ

BASICソフトでは

LPRINT“DSO8，07，01”
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TIME SET　　　　　　　時・分・秒を設定するコマンドです。各データは2桁の数字で、区

切にはカンマを入れます。時間は24時制で入力してください。

例　15時13分　24秒

TS15，13，24　CR／LF

■　　」　キャラクタ

PRINT FORMAT　　　　内部モードの記録の選択コマンドです。入力されたパラメータによ

り、日付・時間・速度・データ番号を下表のように選択して記録し

ます。パラメータは2桁の数字で、16以上は無祝します。

パラメ ータ ��$泌Dd�$ﾔ�B�剪�

DATE 疋番R�SPEED 疲��B�

00 ��ﾂ�－ ��ﾂ�－ �>�YH6h�ｸ5�,ﾘｴﾉ�+X,�*(�"�

01 ��ﾂ�－ ��ﾂ�○ 儁Hﾘh,ﾈｴﾉ��

02 ��ﾂ�－ ��ｲ�－ ��ﾉ7�,ﾈｴﾉ��

03 ��ﾂ�－ ��ｲ�○ ��ﾉ7��YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

04 ��ﾂ�○ ��ｲ�－ 倬隴H,ﾈｴﾉ��

05 ��ﾂ�○ ��ﾂ�○ 倬隴H�YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

06 ��ﾂ�○ ��ｲ�－ 倬隴H�Y�ﾉ7�,ﾈｴﾉ��

07 ��ﾂ�○ ��ｲ�○ 倬隴H�Y�ﾉ7��YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

08 ��ﾈ�"�－ ��ﾂ�－ 冦ｩWH,ﾈｴﾉ��

09 ��ｲ�－ ��ﾂ�○ 冦ｩWH�YMHﾘh,ﾂ�録 

10 ��ｲ�－ ��ｲ�－ �?ｩWH�Y�ﾉ7�,ﾂ�録 

11 ��ﾈ�｢�－ ��ｲ�○ �?ｩWH�Y�ﾉ7��YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

12 ��ﾈ�｢�○ ��ﾂ�－ 冦ｩWH�X鳧ｭH,ﾈｴﾉ��

13 ��ﾈ�｢�○ ��ﾂ�⊂） 冦ｩWH�X鳧ｭH�YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

14 ��ｲ�○ ��ｲ�－ 冦ｩWH�X鳧ｭH�Y�ﾉ7�,ﾈｴﾉ��

15 ��ｲ�○ ��ｲ�○ �?ｩWH�X鳧ｭH�Y�ﾉ7��YMHﾘh,ﾈｴﾉ��

デフォルト（初期値）は、パラメータ∩が00です。

例　　時間と速度のみを記録する。

P望皇CR／LF

Lパラメータ。

内部モードの記録の繰返し長を選択するコマンドです。入力された

パラメータにより下表のような長さになります。パラメータは1桁の数

字で、4以上は無祝します。

パレメータ 估ｨ��]H��+X��,ﾈ��+x��+2�

0 亢ﾉ�鑄*｣CS�ﾖﾙ�x.�+(,h,�>�YH8(�ｸ6�/�ｴﾉ��

1 亢ﾉ�鑄*｣3��ﾖﾙ�x.�+(,h,�>�YH8(�ｸ6�/�ｴﾉ��

2 亢ﾉ��h��*｣#��ﾖﾙ�x.�+(,h,�>�YH8(�ｸ6�/�ｴﾉ��

3 亢ﾉ�鑄*｣�S�ﾖﾙ�x.�+(,h,�>�YH8(�ｸ6�/�ｴﾉ��

デフォルト（初期値）は、パラメータnが0です。

例　200mm送るごとに記録する。

PL2lCR／LF

lパラメータ
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DATA NO．SET　　　データ番号を設定するコマンドです。データは2桁の数字です。

例　データ番号56に設定する。

DN56　CR／LF

tデータ

DATA NO．　　　　　　データ番号の数値を増減させるコマンドです。入力されたパラメー

UP／DOWN　　　　　　タにより、データ番号を記録するごとに自動的に数値を増減します。

パレメータ �6h���ｸ��5餉H��ﾘh��,ﾈ���ﾘ��ﾋ��

0 �6h�ｸ5餉Hﾘh/�¥��+X,�*(�"�

1 �6h�ｸ5餉Hﾘh,��/���螽+x.��(�儁Hﾘh*｣祷,ﾈ�ｨﾘx,ﾘ����,h+X-ﾈ+x�(�｢�

2 �6h�ｸ5餉Hﾘh*�.s�/�ﾋ亥ｨ+x.��(�儁Hﾘh*｣��,ﾈ�ｨﾘx,ﾘ��祷,h+X-ﾈ+x�(�｢�

デフォルト（初期値）は、パラメータnが0です。

例　データ番号56を57に設定する。（加算）

D旦CR／LF

パラメータ

LABEL 記録する文字（キャラクタ）を入力するコマンドです。キャラクタ

はASCllコードで入力してください。キャラクタは36文字まで

です。37文字以降は無祝します。

例　「ABC123DEF」と記録する場合

LABEL LABELコマンドで入力されたキャラクタを記録するコマンドです。

PRINT　　　　　このコマンドが入力されなければ、入力されたキャラクタはメモリに

取り込まれるだけで記録しません。

例　「ABC123DEF」と記録する場合

LBABC123DEF CR／LF（キャラクタ入力）

LP CR／FL（記録の実行）

注　　　　　意

・LPコマンドは、PFコマンドおよびPLコマンドよりも優先しま

す。

つまり、LPコマンドでキャラクタを記録途中に、PLコマンドで

指定された内部モード記録を行う位置に達した場合LPコマ

ンドで指定されたキャラクタの記録を続けます。PLコマンド

指定された次の回に内部モードの記録を行います。

・送りをSTOPすると内部データはクリアされます。
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5．ラックアングル取付方法

（3）平ワッシャ4小

①　両側に取付けてあるサイドカバー上側3ヶ所のネジを外し、図の

ようにラックアングルを取付けます。

注　意 俶yw�+x.�6ﾈ5x/�ｭH��*h-ﾈ+x,h��>�YHｴ�ﾕﾈ/�*(+ﾘ-�.�+�,h*ｨ*�.�-ﾈ+x�"�

・使用ネジ

チャネル数 �����ｨﾙY�h6ﾈ5r�（2）銀色ネジ ���8�ｩ[ﾘ8�6(5h83H惲�

8 晩H��#��M4×18 �"�

－2　7－



6－2

6．仕様

6－1本体仕様

ペンモータ型名 項目 盃333��ﾅ��剩us33��ﾅ��

チ　ャ　ネ　ル　数 �(�SH�Sh�S��剴��S(�S8�SB�

記　録　振　幅 ��ﾓ#�ﾖﾒ�劍�ﾓC�ﾖﾒ�

記　録　方　式 僖ﾘ��*ｸ�俛Y�h�｢�

入　力　形　式 �4ｸ�ｸ6�5h�ｸ8ｸ6姥H4��ｸ5�7H8ﾘ�ｸ6X48984��

回　路　形　式 妊85H�ｸ7ｹ_ｸ��

入　力　抵　抗 �7ﾈ6X985h8x8�6x8ｨ6(4��

感　　　　　　　度 ��ﾓ(�CUh��#�ﾖﾒ�劍�ﾓ(�CUh�紊�ﾖﾒ�

確　　　　　　　度 �7H8ｸ5�5��ｸ8ｸ,ﾈ�ﾓ��CX�8潔>��儖�+ﾉ�ﾉ�ｸ*�.h-�W8ｫI��/�ｭﾈ-��｢�

周　波　数　特　性 ���ﾖﾕ��ﾅ��c����C�����ｳX�X�ﾃ���8�｢�剴#�ﾖﾕ��ﾅ��c�����c�����ｳX�X�ﾃ���8�｢�

（1Hz基準） �#�ﾖﾕ��ﾅ��c����������ｳX�X�ﾃ���8�｢�剴C�ﾖﾕ��ﾅ��c�����CT����ｳX�X�ﾃ���8�｢�

40mP－P：0～　60Hz（＋5・－10％） 劔80mmP－P：0～　30Hz（＋5・－10％） 

基　準　電　圧 ��h�8ｦﾙ7��ﾓ��C(�8�B�

記録紙送り速度 �������X�S���S#X�SS��S����S#S��SS��ﾖﾘ��6V8�Vﾖ問�

1／10＝0．5・1・2．5・5・10・25・50mm／sec＆mh　　　く確度±0．2％±0．5mm〉 

外部同期送り（50mm／secMA将 

パルス入力制御又は電圧入力制御切替 

く確度〉 

パルス入力制御　±0．2％±0．5mm 

電圧入力制御　±2．0％±0．5mm 

タイムマ一一カ ���S��6V8-ﾈ+ﾘ,ﾓ��S��ﾖﾘ,����,ﾈ7ﾘ�ｸ4��8ｦﾙ7��ﾓ��C��8�H*�.h-�､�I�ｩ5�,ﾉ%ｩxﾘ-ﾈ+ﾘ,ﾒ�

TTLレベルによるリモート（タイムマーカモード又はイベントマーカモード） 

イベントマーカ ��+X7ｸ5�98,�.h.亅xﾞﾈ-ﾈ+ﾘ,ﾘ､�I�ｩ5�,ﾉ%ｩxﾘ-ﾈ+ﾘ,ﾕEDﾈ8ﾈ7�8ｸ,�.h.�8ｨ8(�ｸ6r�

記録紙送りリモート 丶�I�ｩ5�,ﾉ%ｩxﾘ-ﾈ+ﾘ,ﾖﾘ8ﾈ7�8ｸ,�.h.簸��ﾄ�h8ｨ8(�ｸ6r�

ペンヒ一夕のリモート 丶�I�ｩ5�,ﾉ%ｩxﾘ-ﾈ+ﾘ,ﾕEDﾈ8ﾈ7�8ｸ,�.h.簸��ﾄ�h8ｨ8(�ｸ6r�

記録紙巻戻し 鉄�ﾖﾘ��6V8��8ﾘ�ｸ8ｸ鑄,ﾈ-ﾘ�)Eﾈ�｢�

印　字（A－380） �>�YH�8鬨�iD霾�?ｨ�Y,ｩ6H鳧ｭH-ﾈ+ﾘ,ﾘ鳧ﾘ��Y�x.��ﾉ7��

（オプション） 丶�H�8鬨�h､�H*�.x,ﾄ�46ﾈ6x4ｨ6�5(�ｸ6�,�,H���H鬨�Xｴﾈﾘh�X4ｨ6兌h鬨��5�488ﾈ4�6x�8鬨8(�ｸ6����

コマンド印字モード） 

所要電振 ��6ﾄ�h����x�S##��S#C�h�ｨ�ﾓ���8�鉄��Sc��ｺIw��ｨ�hﾗy?ﾈ鳧轌.��

消費電力（約） 匝恵 送り速度：500m／sec �$��4日 電��8H ��D��2DH �4D��4DH 

250VA �3C�d��450VA 鉄c�d��155VA ����d��240VA �3��d��

外形寸法（mm） （交差±3mm） 富��?���C3�������c�ベ,ﾘｺI,｢�

199（D） �#��禰�｢�379（D） 鼎S��禰�｢�199（D） �#��禰�｢�379（D） 鼎S��禰�｢�

重　量（約） ��6ｶr�17kg �#Vｶr�26kg ��&ｶr�15kg �#&ｶr�22kg 

使用温度範囲 ����*�.sCX���

使用湿度範囲 �3���ス�5(�D��B�

※　消費電力、重量はプリアンプを含む。
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6－2　プリアンプ仕様

型式 項目 ���33����AH3302A 

最　高　感　度 ��ﾕh��6ﾒ�0．5mV／cm 

測定レンジ （切換え確度） ���S(�SX�S���X�y���X蕀�H�S��ｴH�V���ｨ�YfF霾ﾈu���6ﾒ�0．5・1・2．5・5・10・25・沃）・1（カ・2弧血Ⅵ／cm 
1・2・5・10・斑）・∈氾・1（カ・2（刀・抑／cm ���CX�S��S(�CX�SX�S���S#X�X蓼���S��ｸ��S(ﾅ8��6ﾒ�

±1％ ��ﾓ��2�

（基準レンジ500mV／皿） ��舒顏�8ﾈ985s#S�ﾕh��6ﾘ�｢�

入　力　形　式 �4ｸ�ｸ6�5h�ｸ8ｸ6姥H4��ｸ5�7H8ﾘ�ｸ6X48984��

入　力　抵　抗 ��ﾙu(��自.��

最大許容入力電圧 妊3S��h�亊ﾈ�I:��ｩ6H�8�｢�

感　度　調　整 ��ｩ.�8ﾈ985xｭI�����)¥��

校　正　電　圧 ��ｩ.�8ﾈ985x,ﾃ)Gｸ��#�ﾖﾘ�｢�測定レンジの4倍（40mm） 

ペン位置調整 �7H8ｸ5�5��ｸ8ｸ,ﾉD8�8,ﾈ見'X,��ﾙ.�)Eﾂ�

同　相　除　去 ��8�c�#�D"�

入力フィルタ �>�����5�486(6�,�,CS���3c���4�i�悪x*h�｢�

組合せペンモータ 盃333���GW3310 

6－3　付属品

・標準付属品

品　　　名 ��H��|｢�品　　　　名 ��H��|｢�

取扱説明書 ��ﾟｲ�付属品収納袋 ��hr�

記録紙 ��ｪｨ�倚ｸ�｢�電源コード ��gｲ�

入力コード �6�886ﾈ8ｹ�B�2極－3極変換アダプタ ��ﾌ"�

ビニールカバー ��hr�ヒューズ　…三諾芸芸票ル） �)gｲ�

プラスドライバー ��gｲ�リモートコネクター（14ビン） ��ﾌ"�

マイナスドライバー ��gｲ�校正信号用コード ��gｲ�

L型セットレンチ ��gｲ� ��

※1AClOOVのみ附属となります。

※2AC220・240Vの時は、2，5A（2～6チャネル）、4A（8チャネル）となります。

・印字オプション付属品

品　　名 ��H��|｢�

印字コネクタ（16ピン） ��ﾌ"�
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7．外　観　園

』　　　　　∩封皿。 
0　　　　　　　　0　　　　　　　　0 班&ﾂ���r����

t≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：：iiiiiiiiii⊃亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃ 亡＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＞・⊂＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ 

亡＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝I・⊂＝：：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃ 亡＝：：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l⊂＝＝＝＝：：＝＝＝＝＝＝＝＝：：：：：⊃ 

亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝il 亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝｝1＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃ 

亡＝＝＝＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l‘＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝■ 　　　　　　　亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ 

亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l 一－⊂＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l 

○　　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃≡書　　　○ 

］　　　　　　　　・　「一 　　　　　　　　　　　　　　　ヒ 
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